
西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り 

 
 
 

 
 

 
 

第
四
十
六
号 

平
成
二
五
年 

六
月
一
日
発
行    

    

 

本
願
寺
阿
弥
陀
堂

本
願
寺
阿
弥
陀
堂

本
願
寺
阿
弥
陀
堂

本
願
寺
阿
弥
陀
堂
（（（（
附附附附
・・・・
渡
廊
下

渡
廊
下

渡
廊
下

渡
廊
下
、、、、
附附附附
・・・・
喚
鐘
廊
下

喚
鐘
廊
下

喚
鐘
廊
下

喚
鐘
廊
下
））））    

な
ら
び
に

な
ら
び
に

な
ら
び
に

な
ら
び
に    

御
影
堂

御
影
堂

御
影
堂

御
影
堂    

国
宝
国
宝
国
宝
国
宝
にににに    

    

真
宗
本
山
の
象
徴
と
し
て  

 

国
の
文
化
審
議
会
は
五
月
十
六
日
、「
本
願
寺
阿
弥
陀
堂
」
と
「
本
願
寺
御
影
堂
」

を
国
宝
と
し
て
新
規
指
定
、「
旧
真
宗
信
徒
生
命
保
険
株
式
会
社
本
館
（
本
願
寺
伝

道
院
）
」
を
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
新
規
指
定
、
「
本
願
寺
」
と
し
て
建
築
群

〈
阿
弥
陀
堂
門
、
御
影
堂
門
、
経
蔵
（
附
・
棟
礼
）
、
鼓
楼
（
こ
ろ
う
）
、
手
水
所

（
ち
ょ
う
ず
し
ょ
）
、
総
門
（
附
・
築
地
塀
、
附
・
御
成
門
（
お
な
り
も
ん
）
、
附
・

目
隠
塀
）
〉
を
重
要
文
化
財
の
追
加
指
定
と
す
る
こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し

た
。
こ
の
結
果
、
官
報
告
示
を
経
て
国
宝
、
重
文
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

阿
弥
陀
如
来
像
を
ご
安
置
す
る
阿
弥
陀
堂
は
、
宝
暦
十
（
１
７
６
０
）
年
に
再

建
さ
れ
た
。
旧
堂
に
比
べ
て
は
る
か
に
大
規
模
な
阿
弥
陀
堂
の
建
立
で
、
御
影
堂

と
の
壮
大
な
両
堂
を
並
立
す
る
本
願
寺
の
構
え
が
完
成
。
渡
廊
下
を
介
し
て
両
堂

を
ご
門
徒
が
参
拝
す
る
信
仰
形
態
が
出
来
上
が
り
、
近
世
を
通
し
て
篤
い
信
仰
を

受
け
続
け
、
五
十
年
ご
と
の
大
遠
忌
の
た
び
に
伽
藍
を
発
展
さ
せ
て
き
た
真
宗
寺

院
の
様
態
を
よ
く
表
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け

る
大
規
模
真
宗
本
堂
の
完
成
形
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
御
真
影
〈
ご
し
ん
ね
い
〉（
親
鸞
聖
人
像
）
を
ご
安
置
す
る
御
影
堂
は
寛

永
十
三
（
１
６
３
６
）
年
に
上
棟
。
桁
行
６
２
．
１
ｍ
、
梁
間
４
８
．
３
ｍ
で
、

江
戸
時
代
の
建
築
と
し
て
現
存
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
。
小
規
模
な
道
場
か
ら
出

発
し
、
広
壮
な
仏
堂
に
到
達
し
た
真
宗
本
堂
形
式
の
頂
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
建
築
。
ご
門
徒
に
よ
り
支
え
ら
れ
、
社
会
に
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
真
宗
本

山
の
象
徴
と
し
て
、
文
化
史
的
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。 

 

さ
ら
に
、「
本
願
寺
」
の
建
築
群
は
、
規
模
雄
大
で
質
が
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
各
時

代
の
優
れ
た
意
匠
と
技
術
が
結
集
さ
れ
て
お
り
、
既
指
定
の
「
鐘
楼
」
と
と
も
に

保
存
を
図
る
た
め
追
加
指
定
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
本
山
前
に
明
治
四
十
四
（
１
９
１
１
）
年
に
建
て
ら
れ
た
「
旧
真
宗
信

徒
生
命
保
険
株
式
会
社
本
館
」（
本
願
寺
伝
道
院
）
は
、
ア
ジ
ア
の
建
築
様
式
を
取

り
混
ぜ
た
煉
瓦
造
建
築
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
た
。 

【
本
願
寺
新
報
よ
り
】 

＊
【
古
都
京
都
の
文
化
財
】
の
一
部
、
西
本
願
寺
は
世
界
遺
産
と
し 

て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

阿弥陀堂と御影堂 

阿弥陀堂と御影堂を結ぶ渡廊下 



 
 

                             

●●●●
今
月
今
月
今
月
今
月
の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば
●●●●    

功
祚
成
満
足

功
祚
成
満
足

功
祚
成
満
足

功
祚
成
満
足    

修
業
の
功
あ
っ
て
悟
り
を
開
き
、 

威
曜
朗

威
曜
朗

威
曜
朗

威
曜
朗
十
方
十
方
十
方
十
方    

仏
の
位
に
到
達
す
る
事
が
出
来
た
な
ら
ば
、 

日
月
輯
重
暉

日
月
輯
重
暉

日
月
輯
重
暉

日
月
輯
重
暉    

そ
の
輝
く
光
は
十
方
の
国
土
を
明
る
く
照
ら
し
、 

天
光
隠
不
現

天
光
隠
不
現

天
光
隠
不
現

天
光
隠
不
現    

太
陽
も
月
も
そ
れ
ぞ
れ
の
光
を
な
く
し
、
天
空
の
光
も
隠
れ
て
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。 

為
衆
開
法
蔵

為
衆
開
法
蔵

為
衆
開
法
蔵

為
衆
開
法
蔵    

人
々
の
為
に
教
え
の
蔵
の
扉
を
開
き
、 

広
施
功
徳
宝

広
施
功
徳
宝

広
施
功
徳
宝

広
施
功
徳
宝    

そ
の
中
の
宝
に
も
、
例
え
ら
れ
る
功
徳
を
広
く
施
し
、 

常
於
大
衆
中

常
於
大
衆
中

常
於
大
衆
中

常
於
大
衆
中    

常
に
人
々
の
中
に
あ
っ
て 

説
法
師
子
吼

説
法
師
子
吼

説
法
師
子
吼

説
法
師
子
吼    

獅
子
が
百
獣
に
向
か
っ
て
威
力
を
示
す
よ
う
に
高
ら
か
に
教
え
を
説
き
ま
す
。 

供
養
一
切
仏

供
養
一
切
仏

供
養
一
切
仏

供
養
一
切
仏 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

具
足
衆
徳
本

具
足
衆
徳
本

具
足
衆
徳
本

具
足
衆
徳
本 

全
て
の
仏
さ
ま
に
供
養
し
て
、 

 
 

 

悟
り
を
開
く
た
め
、
善
心
を
そ
な
え
、 

願
慧
悉
成
満

願
慧
悉
成
満

願
慧
悉
成
満

願
慧
悉
成
満    

誓
願
と
そ
れ
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
仏
さ
ま
の
智
慧
を
こ
と
ご
と
く
満
た
し
、 

得
為
三
界
雄

得
為
三
界
雄

得
為
三
界
雄

得
為
三
界
雄    

全
世
界
の
雄
者
と
な
り
ま
し
ょ
う
。 

如
仏
無
碍
智

如
仏
無
碍
智

如
仏
無
碍
智

如
仏
無
碍
智 

 
 
 

 
 

 
 
    

仏
さ
ま
の
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
な
い
智
慧
の
光
が 

通
達
靡
不
照

通
達
靡
不
照

通
達
靡
不
照

通
達
靡
不
照 

す
べ
て
に
行
き
渡
っ
て
照
ら
す
よ
う
に
、 

願
我
功
慧
力

願
我
功
慧
力

願
我
功
慧
力

願
我
功
慧
力    

等
此
最
勝
尊

等
此
最
勝
尊

等
此
最
勝
尊

等
此
最
勝
尊    

仏
の
智
慧
の
力
も
、
こ
の
最
も
す
ぐ
れ
た
仏
さ
ま
に
等
し
く
あ
り
た
い
と
願
い
ま

す
。 

斯
願
若
剋
果

斯
願
若
剋
果

斯
願
若
剋
果

斯
願
若
剋
果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
千
応
感
動

大
千
応
感
動

大
千
応
感
動

大
千
応
感
動    

も
し
こ
の
誓
願
が
実
現
さ
れ
た
な
ら
ば
、 

 
 

全
世
界
は
感
動
し
、 

◆◆◆◆
六六六六
・・・・
七七七七
月月月月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事
◆◆◆◆    

 

・・・・
六 

月 

十
日
（
火
）
～
十
一
日
（
水
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

茨
木
東
組
聖
跡
巡
拝
旅
行

茨
木
東
組
聖
跡
巡
拝
旅
行

茨
木
東
組
聖
跡
巡
拝
旅
行

茨
木
東
組
聖
跡
巡
拝
旅
行    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

『『『『
法
然
聖
人

法
然
聖
人

法
然
聖
人

法
然
聖
人
ゆ
か
り
の

ゆ
か
り
の

ゆ
か
り
の

ゆ
か
り
の
地
参
拝

地
参
拝

地
参
拝

地
参
拝
と
し
ま
な
み

と
し
ま
な
み

と
し
ま
な
み

と
し
ま
な
み
海
道
海
道
海
道
海
道
』』』』    

 

・
六 

月 

十
七
日
（
火
） 

茨
木
東
組
第
六
期
連
続
研
修
会

茨
木
東
組
第
六
期
連
続
研
修
会

茨
木
東
組
第
六
期
連
続
研
修
会

茨
木
東
組
第
六
期
連
続
研
修
会    

第
四
第
四
第
四
第
四
回回回回    

午
後
二
時
～
四
時    

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂    

    

本願寺伝道院 



虚
空
諸
天
人

虚
空
諸
天
人

虚
空
諸
天
人

虚
空
諸
天
人    

当
雨
珍
妙
華

当
雨
珍
妙
華

当
雨
珍
妙
華

当
雨
珍
妙
華    

天
空
に
舞
う
天
人
た
ち
が
美
し
い
花
を
雨
の
よ
う
に
降
ら
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏 

 
 
 

 
 

 
 

阿
弥
陀
仏
に
ま
か
せ
よ
、
必
ず
救
う
。 

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏 

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏 

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏 

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏 

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏

南
無
阿
弥
陀
仏    

    

願
似
此
功
徳

願
似
此
功
徳

願
似
此
功
徳

願
似
此
功
徳    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
等
施
一
切

平
等
施
一
切

平
等
施
一
切

平
等
施
一
切    

願
わ
く
は
、
こ
の
尊
い
功
徳
を
も
っ
て 

 
 

 
す
べ
て
の
も
の
に
与
え 

同
発
菩
提
心

同
発
菩
提
心

同
発
菩
提
心

同
発
菩
提
心    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

往
生
安
楽
国

往
生
安
楽
国

往
生
安
楽
国

往
生
安
楽
国    

も
ろ
と
も
に
信
心
を
お
こ
し
て 

 
 

 
 

 
 

安
楽
国
に
往
生
し
よ
う
。 

 

以
上
が
重
誓
偈
の
説
明
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
『
讃
仏
偈
』
、『
重
誓
偈
』

に
つ
い
て
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
お
逮
夜
参
り
な
ど
で
拝
読

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
参
考
に
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

ま
と
め
と
し
ま
し
て
、
こ
の
二
つ
は
『
大
無
量
寿
経
』
上
巻
の
中
に
あ
る
讃
歌

で
あ
り
ま
す
。 

阿
弥
陀
仏
が
法
蔵
菩
薩
の
時
、
師
仏
で
あ
る
世
自
在
王
仏
の
も
と
で
本
願
を
お

こ
さ
れ
、
そ
の
気
高
い
姿
を
仰
ぎ
、
御
徳
を
た
た
え
、
師
仏
に
向
か
っ
て
信
念
と

願
い
を
述
べ
た
の
が
『
讃
仏
偈
』（
さ
ん
だ
ん
の
う
た
）
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
『
讃

仏
偈
』
を
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
仏
の
前
で
表
白
さ
れ
、
つ
い
で
四
十
八
願
の
誓

い
を
た
て
ら
れ
た
の
ち
、
重
ね
て
そ
の
四
十
八
願
の
要
旨
を
十
一
偈
の
歌
詞
と
し

て
述
べ
ら
れ
た
の
が
『
重
誓
偈
』
（
ち
か
い
の
う
た
）
で
あ
り
ま
す
。 

と
も
に
、
こ
の
二
つ
の
讃
歌
は
、
昭
和
二
十
三
年
蓮
如
上
人
四
百
五
十
回
御
遠

忌
を
記
念
し
、
本
願
寺
に
お
い
て
謹
譯
（
き
ん
や
く
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆    

①
五
月
七
日
（
水
）
仏
教
婦
人
会
・
寺
族
婦
人
会
、
合
同
の
一
日
研
修
旅
行
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
は
四
〇
名
で
、
西
光
寺
か
ら
は
五
名
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

有
意
義
な
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

丹
波
方
面
で
東
井
義
雄
記
念
館
、
そ
し
て
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
の
白
毫
寺
の
九
尺

ふ
じ
は
圧
巻
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
東
井
先
生
の
僧
侶
と
し
て
教
育
者
と
し

て
の
生
き
方
に
思
い
を
寄
せ
る
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

参
加
下
さ
っ
た
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
お
疲
れ
様

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

②
五
月
九
日
（
金
）
西
光
寺
本
堂
に
て
平
成
二
十
六
年
度
西
光
寺
講
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
度
の
会
計
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
、
行
事
報
告
・
役
員

改
正
な
ど
二
十
六
年
度
に
向
け
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
み
の
り
講
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
あ
り
輪
番
制
に
よ
っ
て
役
を
し
て
い

た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
谷
本
廟
墓
参
の
際
に
、
皆
様
か
ら
集
金
を

し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
、
花
を
用
意
し
て
い
た
だ
く
事
で
ご
ざ
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
み
の
り
講
の
事
で
す
の
で
、
皆
様
と
と
も
に
協
力
を
し
な
が
ら
役

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

役
は
二
年
で
交
代
と
な
り
ま
す
。
今
年
の
墓
参
で
輪
番
表
を
配
布
予
定
。 

③
五
月
三
十
日
（
金
）
平
成
二
十
六
年
度
茨
木
東
組
総
代
会
総
会
が
勝
光
寺
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
茨
木
東
組
十
八
ヵ
寺
の
総
代
様
が
集
ま
り
、
平
成
二
十
五
年
度

行
事
報
告
、
会
計
報
告
を
行
い
、
今
年
度
の
行
事
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
研
修
会
と
し
て
佐
々
木
義
英
師
よ
り
『
本
願
に
つ
い
て
』

と
題
し
ま
し
て
法
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
代
の
皆
様
ご
苦
労
さ
ま
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。 
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